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竜王町における後期高齢者の割合

高齢化率
26.0%
3,136人

総人口
12,116
人 後期高齢者

46.4%
1,457人

前期高齢者
53.5%
1,679人

自立
66.9%
976人

要介護
要支援
33.4%
487人

平成29年12月現在





介護サービス利用

ケアマネ

口腔情報提供書
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要介護度2以上

訪問口腔調査

口腔衛生指導
無料サービス

要介護高齢者

ケアプラン作成

介護認定審査会

歯科保健センター

竜王町における口腔情報提供システム



竜王町福祉課

対象者
竜王町 歯科診療所
歯科保健センター

対象者の情報提供

口腔情報の情報提供

調査協力依頼

連絡・同意確認

口腔内を調査・
日常的な口腔清
掃の指導

ケアマネージャー
介護支援専門員

ケアプランに反映

竜王町歯科医師会

かかりつけ歯科医師
希望する歯科医師

対象者の情報提供・連携

研修会での現状
報告・課題提案

竜王町個別訪問歯科指導事業 実施体制図

理解・協力

滋賀県後期高齢者
医療広域連合

事業への補助金
データ提供等の支援



口腔ケアの推進を図ることにより、誤嚥性肺炎の予防に寄与するとともに、
口腔体操等を指導・普及させ口腔機能の向上と効果的な栄養摂取を図り、高
齢者の健康保持・増進、ＱＯＬの向上に寄与する。

滋賀県竜王町における口腔指導の取組
事業目的

歯科医師・歯科衛生士による個別訪問指導を実施
関係者へ情報提供し、対象者のケアプランに反映させる

訪問実施：口腔ケアに関する問診、口腔内調査
口腔ケアや発語訓練や頬部、唾液腺のマッサージ、舌のマッサージ等を行う。

事 後：調査に基づき、口腔ケアの受給状況や推奨する口腔ケアプランなどを示した口腔情報
提供書を対象者ごとに作成

担当ケアマネージャーや介護関係者、家族へ情報提供
対象者が治療を要する場合には、かかりつけ歯科医師に連絡
対象者が特別養護老人ホーム施設入所者である場合は介護担当者等に対象者の口腔内
の問題点を教示し口腔ケアの実技指導

具体的な取組内容

※入院、施設入所者は除く
要介護度（２～５）の者（113名）のうち、

事業へ調査協力いただける被保険者（80名）を訪問指導（平成30年3月31日現在）

対象者・指導実施者



①歯科衛生士が訪問しお口の中をチェック

画像の使用は本人、家族の
了承を得ています。

②本人、介護者に歯磨きや義歯の
清掃方法、姿勢等を指導

③咀嚼、嚥下など口の機能が低
下しないよう、嚥下体操を指導



食事の話

家の食事 デイの食事

ブローイング訓練 唾液腺マッサージ



口腔情報提供書 歯科保健センター → ケアマネジャー

歯科医療・口腔ケアの受給状況

口腔の状況
・口腔機能障害
・歯の状況
・義歯の状況
・その他口腔の問題
・口腔の清掃状況
・口腔に影響を及ぼす薬剤の服用
・口腔内の問題点
・歯科観点からの留意事項

推奨する口腔ケアプラン
歯科診療プラン



多職種との連携



口腔清掃自立度

100%90%80%70%60%50%40%30%20%10%0%

うがい

歯みがき

義歯着脱

義歯清掃

自立84.2%

自立28.5%

自立55.7%

自立41.4%

一部介助1.4% 不能14.2%

対象：平成29年度訪問口腔指導事業実施者70人

一部介助5.7% 全介助14.2%

歯がない51.4%

一部介助2.8% 全介助5.7%

義歯をはめていない35.7%

一部介助2.8%

全介助24.2%義歯をはめていない35.7%

58.8%58.8%

60.0%60.0%60.0%

平成30年2月13日現在



口腔の衛生状況

歯

義歯

口腔粘膜

口臭

100%90%80%70%60%50%40%30%20%10%0%

良12.8% 不良30.0%

極めて不良7.1%

歯がない51.4%

良22.8% 不良31.4%

極めて不良8.5%

義歯をはめていない37.1%

良60.0% 不良37.1%

極めて不良2.8%

なし92.8%

あり7.1%

対象：平成29年度訪問口腔指導事業実施者70人

74.2%74.2%74.2%

63.6%63.6%63.6%

平成30年2月13日現在



0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

口腔粘膜疾患

口腔の痛み

口臭

義歯の不適合

誤嚥性肺炎の危険

むし歯の多発

咀嚼困難

平成29年度
現在または将来、発生の可能性が高い口腔問題

平成30年2月13日現在

42.8%

30.0%

27.1%

27.1%

5.7%

1.4%

0

N＝70



歯科専門職による訪問歯科診療



62人

13人
20.9
%

平成29年2月24日現在

「歯科医療」の受給につながった者

平成28年度

70人

18人
25.7
%

平成29年度

平成30年2月13日現在



歯科専門職による居宅療養管理指導



「居宅療養管理指導」につながった者

62人

８人
12.9
%

平成28年度

平成29年2月24日現在

70人

6人
8.5%

平成29年度

平成30年2月13日現在
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口のトラブルは虚弱のサイン



・83歳男性

・H16脳梗塞、右麻痺

・要介護度５



家族の声

以前は頻繁に発熱、肺炎に罹患、入院を

繰り返していたが、歯科が介入後、全くなくなった

・咀嚼機能

・栄養状態



・91歳男性

・アルツハイマー型認知症

・誤嚥性肺炎退院後

・要介護度5



妻「もう一度おじいさんとパンを半分ずつ食べたい。」

・むせがひどく食事が十分に摂取できない。



１回／週 歯科医師による摂食・嚥下リハ、指導

２回／週 デイサービスにて食前に嚥下体操

毎日 家でも食事前に嚥下体操



要介護度５

33.6kg

H28.11.3

40.2kg

H30.2.1

要介護度３

家族「なんでも食べられるようになり元気になりました」



H29年度 事業評
価

【介入前】 感染性肺炎 0.68回/1人月
誤嚥性肺炎 0.09回/1人月

【介入後】 感染性肺炎 0.55回/1人月
誤嚥性肺炎 0.07回/1人月



1. 相変わらず要介護高齢者の口腔衛生状況はかなり悪い。

歯の衛生状況が不良な者は74.2%、義歯の衛生状況が不良

な者は63.6%であった。介入することで感染性肺炎、誤嚥性

肺炎が抑制できた。

2. 要介護高齢者が抱えている口腔問題の中で一番多いのは

咀嚼障害であり42.8%であった。

3. 摂食・嚥下障害のある高齢者に歯科が積極的に介入すること

により食事介助が楽になったり、低栄養の改善、明らかにQOL

が向上しているケースを多く経験できた。

4. 後期高齢者のフレイル予防を図るためには、口腔ケア（口腔管

理）を含む歯科的介入が必要不可欠だと思われる。

まとめ


